
沖縄県石垣市で牛流行熱が発生！  
～ 県外から牛を導入される際には十分御注意下さい！ ～ 

平成24年10月15日 

１９－１２ 家畜衛生情報 

飛騨家畜保健衛生所 
ＴＥＬ（０５７７）３３－１１１１  ＦＡＸ３２－９０１９ 

Ｅ－ｍａｉｌ：ｃ２４５０８＠ｐｒｅｆ．ｇｉｆｕ．ｌｇ．ｊｐ 

  牛に異常が認められたり、不明な点などがありましたら家畜保健衛生所に御連絡下さい。 

     

    発生年月日        平成２４年１０月８日 

    発 生 場 所             沖縄県石垣市 

    発 生 頭 数（患畜）    ７ 頭 （肉用牛農家３戸） 

    ・   臨床症状は、軽度な発熱、食欲不振及び元気消失、１～３日で回復する。 

    ・  確定診断はされていないが、周辺にある100戸以上の農家において同様の 

      症状を呈し、感染の疑いのある牛が確認されている。 

 
    ・   当該農家において、牛流行熱のワクチン未接種（平成２４年度）。 
    ・    感染経路は不明。平成１６年に八重山郡内で本病が発生。 

    ・   防疫措置として９月、１０月及び１１月子牛市場上場牛及び島外出荷牛へ 

      のワクチン接種を実施し、臨床検査及び衛生害虫忌避剤の投与も併せて 

      行っている。 

 

                                   

 

 

 

 

 

 ● 牛流行熱ってどんな病気？ 

   ・原  因    牛流行熱ウイルスの感染によって起こる牛、水牛、シカ等の伝染病。 

  ・感染経路    蚊、ヌカカ等の吸血昆虫によって牛から牛へ伝播される。 

 

  ・分  布     アフリカ諸国、アジア、オーストラリア、中近東等広範囲な熱帯、亜熱 

             帯及び温帯地域の一部に発生がみられている。 
   ・主な症状       感染後３～８日間の潜伏期間を経て、４１～４２℃の高熱を呈するが、 

            １～２日で平熱に戻る。発熱による元気食欲の低下、呼吸数の増加、 

            反芻停止、流涙、流涎、鼻鏡乾燥、四肢関節の浮腫及び疼痛による       

            跛行、起立不能等。発症しても死亡する事は少ない。      

   

   ・対     策        ワクチン接種、牛舎の消毒及びウイルス 
      を伝搬する衛生害虫の駆除等衛生管理 
      の徹底。  
           

   


